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Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」 3
　

日
本
原
子
力
文
化
財
団
は
一
二
月
一
二
日
、
高
校
生

ら
に
よ
る
課
題
研
究
発
表
会
を
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
し
た
（
一
部
の
学
校
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）。

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
子
力
に
関
心
を
持
つ
全
国
一
一
組
の

高
校
生
・
高
専
生
が
研
究
活
動
の
成
果
を
発
表
。
発
表

終
了
後
、
審
査
が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
に
「
意
識
の
差

―

原
子
力
発
電
を
学
校
現
場
か
ら
改
め
て
問
い
直
す
」

の
テ
ー
マ
で
発
表
を
行
っ
た
福
井
南
高
校
が
選
ば
れ
た
。

　

福
井
南
高
の
研
究
発
表
で
は
、
福
井
県
内
の
高
校
生

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
原
子
力

発
電
に
関
す
る
意
識
の
差
に
つ
い
て
、
地
域
別
（
嶺
北
・

嶺
南
）、
学
科
別
な
ど
に
よ
り
分
析
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
原
子
力
発
電
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
」

と
し
て
は
、
石
川
県
寄
り
の
嶺
北
地
域
で
は
、
東
日
本

大
震
災
や
ニ
ュ
ー
ス
の
割
合
が
多
く
、
原
子
力
発
電
所

を
立
地
す
る
嶺
南
地
域
で
は
、
家
庭
環
境
や
校
外
学
習

な
ど
、
自
身
で
見
聞
き
し
た
情
報
の
割
合
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い
て
は
、
八
割

以
上
の
生
徒
に
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
発
表
に
臨

ん
だ
同
校
の
生
徒
た
ち
は
、
福
島
県
双
葉
町
へ
の
訪
問

体
験
か
ら
避
難
住
民
に
町
の
情
報
を
知
ら
せ
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
と
い
う
話
を
紹
介
し
、「
原
子
力
は

難
し
い
、
関
わ
り
た
く
な
い
、
と
の
話
を
聞
く
こ
と
も

あ
る
が
、
誰
も
が
『
心
か
ら
知
り
た
い
』
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
突
き

詰
め
共
有
す
る
こ
と
が
議
論
の
土
台
に
つ
な
が
る
の
で

は
」
と
、
原
子
力
に
関
す
る
「
対
話
の
輪
」
を
広
げ
て

い
く
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

ま
た
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
飯
田
女
子
高
校
（
長
野

県
）
の
生
徒
は
「
微
生
物
燃
料
電
池
の
実
用
化
に
向
け
て
」

と
の
テ
ー
マ
で
発
表
。
地
元
の
水
田
に
着
目
し
、
泥
の

中
に
生
息
す
る
微
生
物
が
有
機
物
を
食
べ
た
と
き
に
放

出
す
る
電
子
の
移
動
を
利
用
し
た
「
泥
の
電
池
」
に
つ

い
て
、
微
生
物
へ
の
餌
に
よ
る
比
較
実
験
な
ど
を
通
じ

実
用
性
を
考
察
し
た
も
の
。
同
校
の
生
徒
た
ち
は
、
環

境
保
全
に
つ
い
て
学
ば
せ
る
双
六
を
制
作
し
小
学
校
へ

の
出
前
授
業
も
実
施
し
た
と
し
て
い
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、

静
岡
県
立
理
工
科
大
学
星
稜
高
校
よ
り
地
元
富
士
宮
市

の
神
田
川
に
お
け
る
小
水
力
発
電
の
活
用
に
つ
い
て
発

表
。
栃
木
県
立
大
田
原
高
校
か
ら
は
、
県
北
五
市
町
で

飼
育
さ
れ
る
畜
牛
の
糞
尿
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
の
可
能
性
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
。

こ
の
他
、
東
海
大
学
付
属
諏
訪
高
校
（
長
野
県
）
か
ら

は
模
型
工
作
用
モ
ー
タ
ー
を
利
用
し
た
小
型
風
力
発
電

機
の
研
究
、
愛
媛
県
立
新
居
浜
工
業
高
校
か
ら
は
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
踏
ま
え
た
四
国
地
方
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
発
表
。
ま
た
、
福
島
県
立
磐

城
桜
が
丘
高
校
の
生
徒
は
、
福
島
に
係
る
風
評
被
害
に

問
題
意
識
を
持
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
流
れ
る
福

島
関
連
の
情
報
や
、
原
子
力
発
電
に
関
す
る
全
国
紙
と

地
方
紙
と
の
取
り
上
げ
方
の
違
い
に
つ
い
て
調
査
。
さ

ら
に
、
他
校
と
も
交
流
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
法
に
つ
い
て
も
探
求
し
、「
聞
き
手
に
よ
っ
て
伝
え

方
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
」
こ
と
を
学
ん
だ
と
し
た
。

　

今
回
の
課
題
研
究
発
表
会
で
審
査
員
長
を
務
め
た
東

京
大
学
大
学
院
新
領
域
科
学
研
究
科
の
飯
本
武
志
教
授

は
、
発
表
終
了
後
の
講
評
で
、「
研
究
内
容
は
高
い
水
準

に
あ
っ
た
」
と
評
価
し
た
上
で
、「
自
分
と
異
な
る
意
見

を
持
つ
人
も
い
る
こ
と
を
前
提
に
話
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
根
拠
が
具
体
的
で
定
量
的
な
主
張
は
説
得
力

を
持
つ
」
と
し
て
、
論
理
的
に
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両

市
出
身
の
偉
大
な
生
理
学
・
医
学
者
（
そ
の
三
）
を
紹

介
し
た
い
。
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
は
一
九
○
三

年
に
ウ
ィ
ー
ン
近
郊
の
ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
に
生
ま
れ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
大
学
医
学
部
で
学
び
医
師
の
資
格
を
得
、
さ

ら
に
同
大
学
で
動
物
学
を
学
ぶ
。
二
八
年
に
医
学
博
士

と
な
り
、
解
剖
学
研
究
所
で
三
三
年
ま
で
助
教
授
を
務

め
た
。
三
三
年
に
動
物
学
で
二
つ
目
の
博
士
号
を
取
得

し
、
四
○
年
に
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
の
心
理
学
の

教
授
と
な
る
。
四
一
年
に
徴
兵
さ
れ
軍
医
と
し
て
配
属
、

ソ
連
軍
の
捕
虜
と
な
り
、
四
二
年
～
四
八
年
ま
で
捕
虜

収
容
所
で
拘
束
さ
れ
る
。
五
○
年
に
行
動
心
理
学
ロ
ー

レ
ン
ツ
研
究
所
を
設
立
。
五
七
年
に
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大

学
動
物
学
科
の
名
誉
教
授
と
な
り
、
五
八
年
に
は
マ
ッ

ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
行
動
心
理
学
研
究
所
に
移
籍
。
七
三

年
に
「
個
体
お
よ
び
社
会
的
な
行
動
パ
タ
ー
ン
の
組
織

化
と
誘
発
に
関
す
る
発
見
」
に
よ
り
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
を
受
賞
。
七
四
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
動
物
社
会
科
学
研
究
所
の
所
長
を
務
め
た
。
ロ
ー

レ
ン
ツ
は
公
私
と
も
に
、
沢
山
の
動
物
を
飼
育
し
て
い

た
。
家
中
に
動
物
を
放
し
飼
い
に
し
て
い
た
た
め
、
長

女
が
幼
い
頃
、
放
し
飼
い
の
生
き
物
に
怪
我
を
さ
せ
ら

れ
な
い
よ
う
、
妻
は
「
逆
檻
の
原
理
」
を
利
用
し
て
長

女
を
檻
に
閉
じ
込
め
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　

一
方
、
本
庶
佑
教
授
は
一
九
四
二
年
京
都
市
に
生
ま

れ
た
。
医
師
で
山
口
大
学
医
学
部
教
授
を
務
め
た
父
の

仕
事
の
都
合
に
よ
り
、
山
口
県
宇
部
市
で
育
つ
。
山
口

県
立
宇
部
高
等
学
校
卒
業
後
の
六
○
年
、
京
都
大
学
医

学
部
医
学
科
に
入
学
。
六
六
年
に
卒
業
し
て
京
都
大
学

医
学
部
附
属
病
院
に
て
イ
ン
タ
ー
ン
に
従
事
。
六
七
年
、

大
学
院
医
学
研
究
科
生
理
系
専
攻
に
進
学
。
七
一
年
、

大
学
院
医
学
研
究
科
を
修
了
後
、
京
都
大
学
医
学
部
に

て
副
手
。
こ
の
後
、
東
京
大
学
医
学
部
助
手
、
カ
ー
ネ

ギ
ー
研
究
所
客
員
研
究
員
、
米
国
国
立
小
児
保
健
発
達

研
究
所
客
員
研
究
員
な
ど
を
勤
め
る
。
大
阪
大
学
医
学

部
教
授
、
京
都
大
学
医
学
部
教
授
を
経
て
、
一
七
年
か

ら
同
大
学
高
等
研
究
院
に
て
特
別
教
授
、
二
○
年
か
ら

は
、
同
大
学
が
ん
免
疫
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー

長
に
就
任
し
た
。「
負
の
免
疫
制
御
作
用
の
阻
害
に
よ
る

新
し
い
が
ん
治
療
法
の
発
見
」
に
よ
り
、
一
八
年
の
ノ
ー

ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
。
本
庶
博
士
が
発

見
し
た
免
疫
Ｔ
細
胞
の
表
面
に
あ
る
た
ん
ぱ
く
質
（
受

容
体
）
Ｐ
Ｄ―

１
が
特
定
の
分
子
と
結
び
つ
く
こ
と
で

免
疫
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と
を
解
明
し
、
こ
の
働

き
を
抑
制
す
る
こ
と
で
が
ん
を
治
療
で
き
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
こ
の
研
究
に
よ
り
新
し
い
が
ん
免
疫
療

法
薬
オ
プ
ジ
ー
ボ
の
開
発
に
つ
な
が
っ
た
。
熱
狂
的
な

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
フ
ァ
ン
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
の
動
物
行
動
学
に
関

す
る
一
般
向
け
著
書
「
ソ
ロ
モ
ン
の
指
環
」
や
「
行
動

は
進
化
す
る
か
」
な
ど
を
良
く
読
ん
だ
。「
好
奇
心
を
大

切
に
、
勇
気
を
持
っ
て
、
困
難
な
問
題
に
挑
戦
し
、
全

精
力
を
集
中
し
て
、
諦
め
ず
に
継
続
す
る
こ
と
で
、
必

ず
で
き
る
と
の
確
信
が
生
ま
れ
、
時
代
を
変
革
す
る
よ

う
な
研
究
を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の

本
庶
教
授
の
若
者
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
重
要
で
あ

る
。
今
月
も
両
市
に
関
連
す
る
偉
大
な
生
理
学
・
医
学

者
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、

編
集
部
に
撮
影
を
お
願
い

し
た
ウ
ィ
ー
ン
大
学
内
に

あ
る
ロ
ー
レ
ン
ツ
の
写
真

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■ 

杉
本
純  

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　

 

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
ー
ン
と 

京
都  
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杉本純の原子力の話Ⅱ 「ウィーンと京都」 の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています ：  http://wattandedison.com/Sugimoto.html
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熱日
日中最高気温
30℃以上
1955 年＝   1 日
1975 年＝   0 日
1990 年＝ 16 日
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